
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－１  調査団員・氏名 
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1． 調査団員氏名、所属 

(1) 基本設計調査 

氏 名 担当業務 現 職 

新井 和久 総 括 
国際協力機構 無償資金協力部 
業務第三課 課長代理 

小柳 桂泉 計画管理 
国際協力機構 無償資金協力部 
業務第三課 

千葉 規矩 業務主任/電力計画/電力系統管理 八千代エンジニヤリング（株） 

不二葦 教治 発電設備計画Ｉ（ディーゼル発電機） 八千代エンジニヤリング（株） 

西川 光久 燃料装置改造 八千代エンジニヤリング（株） 

小宮 雅嗣 運営維持管理計画/環境社会配慮 八千代エンジニヤリング（株） 

松村  昇 発電施設計画 八千代エンジニヤリング（株） 

宮本 隆幸 調達計画/積算 八千代エンジニヤリング（株） 

瀬戸 寛仁 配電系統/系統連係 八千代エンジニヤリング（株） 

山本 壽幸 建築計画 八千代エンジニヤリング（株） 

 

(2) 基本設計概要説明調査 

氏 名 担当業務 現 職 

三次 啓都 総 括 
国際協力機構 カンボジア事務所 
次長 

千葉 規矩 業務主任/電力計画/電力系統管理 八千代エンジニヤリング（株） 

不二葦 教治 発電設備計画Ｉ（ディーゼル発電機） 八千代エンジニヤリング（株） 

西川 光久 燃料装置改造 八千代エンジニヤリング（株） 
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2． 調査日程 

(1) 基本設計調査 

調  査  内  容 
官団員 コンサルﾀﾝﾄ団員 No. 日 曜日 

新井団長/小柳 千葉、不二葦、松村、宮本 西川、小宮、瀬戸、山本 
宿 泊 地

2004 年 3 月 

1 7 日  - 移動[東京→ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ JL717 / 
TG698、10:55/18:45] 

 プノンペン

2 8 月 -移動[ﾓﾝﾄﾞﾙｷﾘ→ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ] - C5 発電所現地調査 
- 団内協議 

 プノンペン

3 9 火 - カンボジア電力公社(Electricite du Cambodge：EDC)表敬、 
ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄおよび質問書の提出・説明 

- C5 発電所現地調査 
- 在ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ日本国大使館、JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所表敬、調査

内容、工程に係る打ち合せ 

 プノンペン

4 10 水 - EDC と M/D 案協議  プノンペン

5 

 

11 木 - M/D 調印 鉱工業ｴﾈﾙｷﾞｰ省（Ministry of Industry, Mines 
and Energy：MIME）, EDC 

- 在ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ日本国大使館、JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所へ報告 

 プノンペン

   - 移動 [ ﾌ ﾟ ﾉﾝ ﾍ ﾟﾝ→東京 
TG699/JL704] 

- C5 発電所現地調査   

6 12 金  - 初期環境影響評価(IEIA)手
続きに係る打ち合せ(EDC) 

- C5 発電所現地調査 

 プノンペン

7 13 土  - 収集資料整理、団内協議  プノンペン

8 14 日  - 収集資料整理、団内協議  プノンペン

9 15 月  - 環境影響評価手続きに係る

環境省との協議(Ministry of 
Environment：MoE)  

- C5 発電所現地調査 

 プノンペン

10 16 火  - C5 発電所現地調査 
- 環境影響評価手続きに係る

EDC との協議 

 プノンペン

11 17 水  - EDC 電力需要想定、電源開

発計画調査 
- C5 発電所現地調査 
- C5 発電所現況騒音調査 

 プノンペン

12

  

18 木  - C5 発電所予算調査 
- C5 発電所維持管理計画調査

 プノンペン

13 19 金  - C5 発電所要員運転・維持管理

能力調査 
- C2 発電所調査 

(水処理、燃料加温方式) 

 プノンペン

14 20 土  - 収集資料整理、団内協議 - 移動[東京→ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

JL717 / TG698 、
10:55/18:45] 

プノンペン

15 21 日  - 収集資料整理、団内協議 プノンペン

16 22 月  - C5 発電所現地調査（電気室、基礎関係） 
- ADB 援助動向調査 

プノンペン

17 23 火  - ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ港調査 
- 電源開発計画調査（MIME） 

プノンペン

18 24 水  - GS-1 変電所調査 
- 初期環境影響評価(Initial Environment Impact Assessment：

IEIA) 報告書に係る EDC との協議 
- 移動[東京→ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ、JL717 / TG698]（小宮） 

プノンペン

19 25 木  - C5 発電所現地調査 
- 燃料転換、増設設備に係る EDC との協議 

プノンペン



 

A2-2 

20 26 金  - C5 発電所現地調査 
- 燃料転換、増設設備に係る EDC との協議 

プノンペン

21 27 土  - 収集資料整理、団内協議 プノンペン

22 28 日  - 収集資料整理、団内協議 プノンペン

23 29 月  - 燃料転換、増設設備に係る EDC との協議 
- 電力需給状況調査（EDC 給電指令所） 

プノンペン

24 30 火  - 燃料転換、増設設備に係る EDC との協議 プノンペン

25 31 水  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ作成 
- ｼｱﾇｰｸｳﾞｨﾙ港調査 

プノンペン

2004 年 4 月 

26 1 木  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ作成 プノンペン

27 2 金  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ作成 プノンペン

28 3 土  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ作成 プノンペン

29 4 日  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ作成 プノンペン

30 5 月  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ説明・協議 プノンペン

31 6 火  - ｼｱﾑﾘｱｯﾌﾟ発電所運用状況調査 プノンペン

32 7 水  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ説明・協議、修正、EDC から確認取得 プノンペン

33 8 木  - ﾌｨｰﾙﾄﾞﾚﾎﾟｰﾄ説明（MIME） プノンペン

34 9 金  - 在ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ日本国大使館、JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所へ報告-  
- 関係機関への帰国挨拶 
- 移動[ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ→ﾊﾞﾝｺｸ→東京、TG-699/JL-704] 

機中泊 

35 10 土  - 東京着（06:45） － 
 
(2) 基本設計概要説明調査 

調  査  内  容 
官団員 コンサルﾀﾝﾄ団員 No. 日 曜日 

三次団長 千葉、西川、不二葦 
宿 泊 地

2004 年 7 月 

1 11 日 － - 移動[東京→ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ JL717 / PG926、11:00/19:35] プノンペン

2 12 月 － - JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所、MIME、EDC 表敬訪問 
- 基本設計概要書、機材仕様書(案)の提出、説明、協議 

プノンペン

3 13 火 － - 基本設計概要書、機材仕様書(案)の説明、協議  
4 14 水 － - 基本設計概要書、機材仕様書(案)の説明、協議 

- 現地調査（重量機材荷降し場所、輸送ルート調査） 
プノンペン

5 15 木 - EDC と M/D 案協議 
 

- EDC と M/D 案協議 
- C5 発電所現地調査 

プノンペン

6 16 金 - EDC と M/D 案修正 
- M/D 署名 

プノンペン

7 17 土 － - 現地調査（C5 発電所、プノンペン市場調査） プノンペン

8 18 日 － - 収集資料整理、団内協議 プノンペン

9 19 月 － - 在ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ日本国大使館、JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所へ報告-  
- 関係機関への帰国挨拶 
- 移動[ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ→ﾊﾞﾝｺｸ→東京、TG-699/JL-704] 

機中泊 

10 20 火 － - 東京着（06:45） － 
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3． 相手国関係者リスト 

 所属及び氏名 職位 

鉱工業エネルギー省 (Ministry of Industry, Mines and Energy: MIME) 
Mr. Ith Praing Secretary of State 
Mr. Victor Jona Deputy director, Department Energy Development 
 

カンボディア電力公社 (Electricite du Cambodge: EDC) 
Mr. Tan Kim Vinn Managing Director 
Mr. Yim Nolson, P. E. Deputy Managing Director 
Mr. Ros Chenda Executive Director, Generation Department 
Mr. Chan Sodavath Acting Executive Director, Corporate Planning & Projects 
Mr. Chhim Man Project Manager/Chief, Corporate Planning & Projects 
Mr. Houng Chantha Head of Technical Office, Corporate Planning & Projects 
Ms. Mok Phoumy Head of Construction Section, Technical Office 
Mr. Phung Tolany Deputy Head of Project Management Office 1 
Mr. Mao Visal Deputy Head of Planning, Corporate Planning & Projects 
Mr. Khlaut Ranny Director of C5 & C6 
Mr. Aum Hemrith Deputy Manager of C5 & C6 
Mr. Chhay Phalla Deputy Manager Technical 
Mr. Pean Ratha Director of Power Station No. II 
Mr. Ing Pror Seth Head of Load Dispatching Center 
Mr. Nget Sokhan Chief of Corporate finance  
Mr. Chea Subuddhy Deputy Director of EDC/ Sihannoukville 
 

カンボディア電力庁 (Electricity Authority of Cambodia: EAC) 
Mr. Hul Kunnak Vuth Executive Director 
 

環境省 (Ministry of Environment: MOE) 
Mr. Tea Chup Director of Environment 
Mrs. Chou Sokphany Director of Environment Impact Assessment 
 

公共事業運輸省 (Ministry of Public Works & Transport: MPWT) 
Mr. Leng Thun Yuthea Director General of Transport 
 

プノンペン港 (Phnom Penh Autonomous Port: PPAP) 
Mr. Hei Bavy Director General 
 

シアヌークビル港 (Sihannoukville Autonomous Port: SAP) 
Mr. Ma Sun Hout Deputy Director General 
 

アジア開発銀行 (Asian Development Bank: ADB) 
Mr. Anthony J. Jude Deputy Head 
 

在カンボディア日本国大使館 
地神 一美 参事官 
 

JICA カンボディア事務所 
力石 寿郎 所長 
増田 親弘 所員 
西脇 薫 専門家 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－４  討議議事録（M/D） 























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－５  事業事前計画表（基本設計時） 
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事業事前計画表（基本設計時） 
 

1. 対象事業名 

カンボジア王国 カンボジア電力公社（EDC）C5 発電所増設及び燃料供給装置改造計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

(1) カンボジア国（以下、「カ」国）の電力系統は長い内戦期間中に大部分が破壊され、国内で電

力が供給されているのは全世帯の約 13%、年間消費電力は一人当たり 35kWh で東南アジアで

は最も低い水準となっている。更に、発電所の規模が小さい、燃料コストが高い、独立系発電

事業者（Independent Power Producer：IPP）からの電力調達価格が高い（7～13￠/kWh）等の理

由から、「カ」国の電気料金単価はアジア地域で最も高い水準にあり、経済発展を阻害する要

因の一つとして危惧されている。 

(2) 一方、国内の電力需要の 9 割を占めるプノンペン市では、急速な経済発展と相まって年率 12%
の高い電力需要増加が想定されており、2004 年 4 月現在、発電設備容量不足のためプノンペ

ン周辺地域では毎日 10MW 程度の規模で輪番停電が実施されている。 

(3) 以上のことから、需要に見合った発電容量の確保と発電原価の低減は、「カ」国電力セクター

の喫緊の課題となっている。このような状況の下、「カ」国政府は我が国に対し、発電設備の

増設と燃料費削減を目的とした既設発電設備の燃料転換を実施するための無償資金協力を要

請した。本計画は「カ」国政府のエネルギー開発計画である CESS（Cambodia Energy Sector 
Strategy）において、至近年の主要な電源と位置付けられている。 

3. プロジェクト全体計画概要 
（無償資金協力案件を投入の 1 つとする相手国政府によるプロジェクト全体計画） 

 下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動及び投入 

(1)  プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 
1) プノンペン市に安定した電力が供給される。 
2) 削減された EDC の燃料費を原資として、貧困層への裨益を目的とした事業活動が促進され

る。（電気料金の引き下げ、貧困地域への配電網拡張 等） 
（裨益対象：プノンペン市民／裨益人口：約 110 万人） 
(2)  プロジェクト全体計画の成果 

1) プノンペン市の発電設備容量が増加する。 
2) プノンペン市の発電原価が低減される。 
3) プノンペン市の発電設備の運営・維持管理技術が向上する。 

(3)  プロジェクト全体計画の主要活動 
1) 出力 5MW のディーゼル発電機 2 台の調達/据付を行う。（新設） 
2) 既設ディーゼル発電機（5MW×2 台）の主燃料をディーゼル油から重油に転換するために必

要な機材の調達/据付を行う。（燃料転換） 
3) 重油焚きディーゼル発電機の運転・維持管理に必要な技術訓練を実施する。 
4) ディーゼル発電機の運転に必要な人員を増員する。 
5) 上記設備の運転・維持管理を実施する。 

(4)  投入（インプット） 
ア．日本側（本案件）：無償資金協力 17.34 億円 
イ．相手国側： 
 (ｱ) 燃料転換および発電設備増設に必要な発電所の清掃・整理と進入道路の確保 

(ｲ) 人員の増員 
 (ｳ) 設備の維持管理に必要な経費 
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(5)  実施体制 
実施機関：カンボジア電力公社（EDC） 
主管官庁：鉱工業エネルギー省（MIME） 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1)  サイト 

カンボジア王国プノンペン市 

(2)  概要 
EDC の所有する C5 発電所の既設 1,2 号機の燃料転換（主燃料をディーゼル油から重油に変

更）および同発電所への重油焚きディーゼル発電設備の増設（5MW×2 台）に係る機材の調

達および据付、並びに技術移転（ソフトコンポーネント）。 

(3)  相手国側負担事項 
燃料転換および発電設備増設に必要な発電所の清掃・整理と進入道路の確保 

(4)  総事業費  概算事業費 約 17.39 億円（無償資金協力 約 17.34 億円、相手国側 約 0.05 億円）

(5)  工期 
1) 燃料転換工事：詳細設計期間を含め約 11.5 ヶ月（予定） 

2) 発電設備増設工事：詳細設計期間を含め約 15 ヶ月（予定） 

(6)  貧困、ジェンダー、環境及び社会配慮 
NOx、SOx、騒音等による環境への影響が少ない設計とした。 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

特に無し 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

特に無し 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
1) ベースロード用発電設備容量（MW）（現状：28MW→目標：38MW） 
2) 計画停電頻度（回 / 日） （現状：平日約 2 回 / 日→目標：0 回 / 日） 

(2) その他の成果指標 
1) 電気料金（ﾘｴﾙ / kWh） 
2) 配電線延長（km） 

(3) 評価のタイミング 
2007 年（事業終了時）以降 
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6．参考資料/入手資料リスト 

調査名：カンボジア国カンボジア電力公社（EDC）C5 発電所増設及び燃料供給装置改造計画基本設計調査 

番号 資料の名称 
形態 

図書・ビデオ 

地図・写真等 

オリジナル・

コピー 
発行機関 発行年 

1 Second Five Year, Socioeconomic Development Plan (2001-2005) 図書 オリジナル 「カ」国政府 2002年 

2 
Procedures for Issuing, Revising, Suspending, Revoking or 

Denying Licenses 
図書 

コピー Electricity Authority of Cambodia 

(EAC) 
2002年 

3 Electricity Law of The Kingdom of Cambodia 図書 オリジナル 「カ」国政府 2001年 

4 
General Conditions of Supply of Electricity in the Kingdom of 

Cambodia 
図書 

オリジナル Electricity Authority of Cambodia 

(EAC) 
2003年 

5 Cambodia Energy Sector Strategy 図書 コピー EDC 2003年 

6 EDC Annual Report 2002 図書 オリジナル EDC 2002年 

7 
EDC Financial Statements for the Year ended 31 December 2000, 

2001, 2002 
図書 

コピー 
EDC 2003年 

8 EDC Training Center Training Index-Cards 2002-2003 図書 コピー EDC 2002年 

9 EDC Training Center Schedule for Training 2004 図書 コピー EDC 2000年 

10 
Seminar Document on The Maximum Load Limit of Transport 

Vehicle Trafficking on Road Network in Kingdom of Cambodia 
図書 コピー 

Ministry of Public Works and 

Transport 
1999年 

11 
Discussion Paper 1: Framework for Power Tariff Regulation in 

Cambodia 
図書 コピー ADB 2004年 

12 Seminar on Environmental Impact Assessment 図書 コピー Ministry of Environment 2000年 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－７ 電力需給バランス 
 



     ▽ Target Year of the Project  (Please refer page 3-21 for detailed explanation)
ITEMS 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
1. Peak Demand (MW) 66.1 81.6 90.5 103.4 108.0 110.2 112.4 114.6 154.9 222.4 274.9 295.7 324.4 363.8 399.0 437.3 489.7
Kompong Cham 7.3 9.1 14.1 15.4 16.8 18.4 19.9 21.8
Kampot 7.6 13.8 15.2 16.5 17.9 19.4 21.4 23.8 26.3
Phnom Penh (Incl. Kandal and Kompong Speu) 66.1 81.6 90.5 103.4 108.0 110.2 112.4 114.6 140.6 173.8 216.4 227.4 250.0 273.9 301.3 330.9 362.6
Sihanoukville 16.3 20.8 22.2 23.8 33.9 35.7 37.7 51.1
Takeo 6.7 11.2 13.3 15.5 17.3 19.7 22.2 25.0 27.9

Increase rate(%) - 23.3% 11.0% 14.3% 4.4% 2.0% 2.0% 2.0% 35.2% 43.6% 23.6% 7.6% 9.7% 12.1% 9.7% 9.6% 12.0%

2. Available Capacity (MW)
2.1 EDC's Power Stations
EDC C2 18 MW 15.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 5.0 5.0
EDC C3 15.6 MW 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 10.0 10.0 10.0
EDC C5  No.1 & No.2 10 MW 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

               Emg.DG*1 3.8 MW 2.4 2.4 2.4

               No.3 & No.4 (New）*2 10 MW 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
EDC C6 18.6 MW 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0
Sihanoukville C/C    No.1 30 MW 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0
                               No.2 30 MW 30.0 30.0 30.0 30.0
Kamchai Hydro 120 MW 120.0 120.0 120.0 120.0 120.0 120.0 120.0
Steung Atay Hydro 110 MW 110.0 110.0
Steung Russei Chrum Hydro 125 MW 125.0 125.0 125.0
Sub Total (EDC) 491.0 MW 57.0 52.0 52.0 52.0 54.4 49.4 44.4 52.0 37.0 37.0 157.0 157.0 187.0 217.0 342.0 452.0 452.0
2.2 Power Purchased
IPP CUPL 35 MW 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0
IPP Jupiter 25 MW 15.0 15.0 15.0 20.0 22.0 22.0
IPP Kirirom Hydro 12 MW 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0
IPP KEP 30 MW 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

From Vietnam*3 40.0 150.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
Sub Total (Power Purchased) 43.0 43.0 49.0 54.0 56.0 56.0 64.0 64.0 104.0 214.0 164.0 164.0 164.0 164.0 164.0 136.0 136.0

2.3 Total Available Capacity (MW)   (2.1+2.2) 100.0 95.0 101.0 106.0 110.4 105.4 108.4 116.0 141.0 251.0 321.0 321.0 351.0 381.0 506.0 588.0 588.0
3. Reserve Margin (MW)   (2.3－1) 33.9 13.4 10.5 2.6 2.4 -4.8 -4.0 1.4 -13.9 28.6 46.1 25.3 26.6 17.2 107.0 150.7 98.3
                             (%) 51.2% 16.5% 11.6% 2.5% 2.2% -4.3% -3.5% 1.2% -9.0% 12.9% 16.8% 8.6% 8.2% 4.7% 26.8% 34.5% 20.1%
*1: Emergency Diesel Generators installed at C5 power station will be transferred to rural areas after new diesel generators (No.3 and No.4) of C5 start operation.
*2: Japan's Grant Aid
*3: Power purchase from Vietnam is scheduled to start from year 2007 but at least one year's delay is expected. Maximum contract amount (no obligation) is 200MW.
           means that reserve margin is lower than 5MW.
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     ▽ Target Year of the Project  (Please refer page 3-21 for detailed explanation)
ITEMS 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
1. Peak Demand (MW) 66.1 81.6 90.5 103.4 108.0 110.2 112.4 114.6 140.6 173.8 216.4 227.4 250.0 273.9 301.3 330.9 362.6

Phnom Penh (Incl. Kandal and Kompong Speu) 66.1 81.6 90.5 103.4 108.0 110.2 112.4 114.6 140.6 173.8 216.4 227.4 250.0 273.9 301.3 330.9 362.6
Increase rate(%) - 23.3% 11.0% 14.3% 4.4% 2.0% 2.0% 2.0% 22.7% 23.6% 24.5% 5.1% 9.9% 9.6% 10.0% 9.8% 9.6%

2. Available Capacity (MW)
2.1 EDC's Power Stations
EDC C2 18 MW 15.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 5.0 5.0
EDC C3 15.6 MW 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 10.0 10.0 10.0
EDC C5  No.1 & No.2 10 MW 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0

               Emg.DG*1 3.8 MW 2.4 2.4 2.4

               No.3 & No.4 (New）*2 10 MW 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0
EDC C6 18.6 MW 18.0 18.0 18.0 18.0 18.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0 17.0
Sihanoukville C/C    No.1 30 MW 23.1 22.6 22.7 22.7 22.2
                               No.2 30 MW 22.6 22.7 22.7 22.2

Kamchai Hydro *3 120 MW 94.5 92.3 92.5 90.4 90.6 90.8 88.9

Steung Atay Hydro *3 110 MW 83.2 81.5

Steung Russei Chrum Hydro *3 125 MW 94.4 94.6 92.6

Sub Total (EDC) 491.0 57.0 52.0 52.0 52.0 54.4 49.4 44.4 52.0 37.0 37.0 131.5 129.3 152.6 172.6 267.4 351.0 344.3
2.2 Power Purchased
IPP CUPL 35 MW 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0
IPP Jupiter 25 MW 15.0 15.0 15.0 20.0 22.0 22.0
IPP Kirirom Hydro 12 MW 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0
IPP KEP 30 MW 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0 30.0

From Vietnam*3 *4 36.3 117.2 78.7 76.9 77.1 75.3 75.5 75.7 74.1

Sub Total (Power Purchased) 43.0 43.0 49.0 54.0 56.0 56.0 64.0 64.0 100.3 181.2 142.7 140.9 141.1 139.3 139.5 111.7 110.1

2.3 Total Available Capacity (MW)   (2.1+2.2) 100.0 95.0 101.0 106.0 110.4 105.4 108.4 116.0 137.3 218.2 274.2 270.2 293.6 311.9 406.9 462.7 454.4
3. Reserve Margin (MW)   (2.3－1) 33.9 13.4 10.5 2.6 2.4 -4.8 -4.0 1.4 -3.3 44.4 57.8 42.8 43.7 37.9 105.6 131.8 91.7
                             (%) 51.2% 16.5% 11.6% 2.5% 2.2% -4.3% -3.5% 1.2% -2.4% 25.6% 26.7% 18.8% 17.5% 13.8% 35.0% 39.8% 25.3%
*1: Emergency Diesel Generators installed at C5 power station will be transferred to rural areas after new diesel generators (No.3 and No.4) of C5 start operation.
*2: Japan's Grant Aid
*3: About 74-79% of available capacity will be allocated to Phnom Penh Power System by prorating peak demand of Phnom Penh Power System and South Eastern Grid.
*4: Power purchase from Vietnam is scheduled to start from year 2007 but at least one year's delay is expected. Maximum contract amount (no obligation) is 200MW.
           means that reserve margin is lower than 5MW.
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資料－８  初期環境影響評価報告書 







































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－９  基本設計図 



























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－10  当該国の社会経済状況 



Cambodia 

A10-1 

主要指標一覧
１９８９年 １９９９年 ２０００年 ２００１年

２００１年の
地域平均値

国土面積（１０００km
2
） 177 177 177 177 n.a.

人口（百万人） 8.9 11.8 12.0 12.3 1,822.5

人口増加率（％） 3.2 2.2 2.0 1.8 0.9

出生時平均余命（歳） n.a. 54 54 54 69

妊産婦死亡率（ ／１０万人） n.a. n.a. n.a. 470(90-98) n.a.

社 乳児死亡率（ ／１０００人） n.a. n.a. 95.0 97.0 33.7

会 一人当たりカロリー摂取量（kcal/１ 1,780 1,940 2,011 1,967 2,701

指 初等教育総就学率(男)(％) n.a. 109.5 116.8 n.a. n.a.

標 　　　　　　　　(女)(％) n.a. 95.2 103.3 n.a. n.a.

等 中等教育総就学率(男)(％) n.a. 22.2 23.7 n.a. n.a.

　　　　　　　　(女)(％) n.a. 12.2 13.5 n.a. n.a.

高等教育総就学率(％) n.a. 2.7 2.8 n.a. n.a.

成人非識字率（15歳以上の人口の内： 38.6 32.7 32.0 31.3 13.2

絶対的貧困水準（1日1＄以下の人口比 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

失業率(％) n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

GDP（百万USドル） 1,075 3,012 3,367 3,404 1,664,945

一人当たりGNI（USドル） 140 260 270 270 900
実質GDP成長率(％) 3.5 5.0 7.7 6.3 5.5

産業構造（対GDP比：％）

　　　農業 52.3 39.6 38.2 36.9 14.6
　　　工業 15.4 18.8 20.8 21.9 48.5
　　　サービス業 32.3 41.6 41.0 41.2 36.2

産業別成長率(％)
経 　　　農業 7.1 1.1 -0.3 3.9 1.5

　　　工業 1.6 7.5 34.6 15.5 6.9
済 　　　サービス業 -1.1 8.1 2.1 2.5 6.2

消費者物価上昇率（インフレ：％） n.a. 4.0 -0.8 -0.6 n.a.
指 財政収支（対GDP比：％） n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

輸出成長率（金額：％） n.a. 19.1 36.5 14.6 3.6
標 輸入成長率（金額：％） n.a. 22.6 17.5 12.6 4.0

経常収支（対GDP比：％） n.a. -5.1 -3.1 -3.1 n.a.
外国直接投資純流入額（百万ドル） 0 144 112 113 48,913
総資本形成率（対GDP比：％） 11.0 15.8 13.5 17.9 31.0
貯蓄率（対GDP比：％） 3.4 3.9 4.3 9.8 35.8
対外債務残高（対GNI比：％） 1.1 1.1 0.9 0.6 4.7
DSR（対外債務返済比率：％） n.a. 2.9 2.0 1.3 12.1
外貨準備高（対輸入月比：％） n.a. 3.2 3.1 3.5 7.5
名目対ドル為替レート*2 n.a. 3,807.8 3,840.8 3,916.3 n.a.
（通貨単位：リエル　 Riel）

  政*3政治体制：立憲君主制
  治 憲法：1993年9月24日公布。99年3月改正
  指 元首：国王。ﾉﾛﾄﾞﾑ･ｼｱﾇｰｸ（Norodom SIHANOUK）。1993年9月24日即位

  標 議会：2院制。定数は上院61、下院122。ともに直接選挙制。任期は上院6年、下院5年
　　（上院は1999年3月の設置時に限り指名制。任期5年）

出典　World Development Indicators CD-ROM 2003  WB

　　　*1 FAO Food Balance Sheets 2003年 6月 FAO Homepage 

　　　*2  International Financial Statistics Yearbook 2002  IMF

　　　*3  世界年鑑　2003　共同通信社

注　●(  )に示されている数値は調査年を示す。(90-98)と示されている場合は1990年度から98年度までの間の 新値を示す

　　●「人口」、「GDP」及び「外国直接投資純流入額」の「2001年の地域平均値」においては、地域の総数を示す

　　●地域は東アジア・大洋州。ただし「一人当たりカロリー摂取量」における地域はアジア広域

　　●就学率が100を超えているのは、学齢人口推計値と実際の就学データの間にずれがあるため

指標項目

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－11  ボーリング・平板載荷試験結果 























































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－12  測量調査結果 
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